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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

革新的原子力システムであるナトリウム冷却高速炉を対象と

し、シビアアクシデント事象を一貫して解析可能な統合安全性

評価シミュレーションシステムを用いた、プラントシステム全

体のリスク評価が可能な解析技術を関連する産業界へ幅広く提

供することを目的とし、多様なナトリウム冷却高速炉への適用

性拡張並びに、溶融燃料もしくは溶融燃料とコンクリートの相

互作用で生じる混合酸化物の融体物性評価試験を実施し、軽水

炉分野への利用も可能な基盤データベースを構築する。 

また、ユーザー利便性にも重点を置き、 AI(Artificial 

Intelligence) 等 を 用 い た 最 適 解 探 索 の 開 発 、 入 力 の

GUI(Graphical User Interface)化、解析作業の品質保証活動の

自動化を行うと共に、米国のALMR（Advanced Liquid Metal 

Reactor）計画で選定された小型モジュール高速炉（金属燃料）

であるPRISM（Power Reactor Innovative Small Module）型原

子炉への適用を行うことを目的として、以下の研究開発を行う。 

１）統合安全性評価シミュレーション適用性拡張 

２）ユーザー利便性向上 

３）融体熱物性データベース構築 

２．総合評価 
Ａ 

・ナトリウム冷却高速炉のシビアアクシデント評価の精度向上に

つながる、高温物性を取得したことは評価ができる。本成果が、

新規制基準に則した実証炉の設計に役立つことに期待する。 

・開発したコードを、来年度に公開が見込める段階まで開発を進

めたことは評価が出来る。 

・一方で、難しいシナリオとなるため、データベースの構築には

時間が必要と思われるが、しっかりとデータを蓄積して欲しい。 

 

 

 



Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 


